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羅 太順 
マックス・ヴェーバーの比較歴史社会学 
効力を対象とする近代理性法に着目していたのである。法実証主義を、上から事実と費用
を投げ込めば下からは判決と判決理由が吐き出すような「法自動販売機」と批判したヴェ
ーバーは、当然従来言われたような、形式合理的な法の優位性に注目した法実証主義者で
はないことが明らかである。 
 前三部は、近代化のパラダイムの中で主に議論されてきた官僚制、宗教、法をめぐるヴ
ェーバー論を再考した。これらの議論を前提に、これからは比較歴史社会学の視点からヴ
ェーバー論を展開する。比較の対象となるのは主に封建制と家産制である。ヴェーバーは
レーエン封建制を西洋特有の封建制であるとする。これを注目することで、西洋近代国家
の誕生と「個」の成立を探求する。一方では、家産官僚制を中心とする中国の伝統社会に
注目する。レーエン封建制は封主と封臣との間の双務契約であるが、家産制は君主と臣民
との間の片務契約である。この二種類の契約類型を比較検討することで、両社会における
国家と個人の自由との間の葛藤を解き明かす（第四部）。具体的には、ラント法、中国伝統
法、近代法の比較、そして西洋中世都市、中国の伝統社会の都市との比較を通して検討す
る（第五部）。最後には、ジンメルとヴェーバーが法と都市をめぐる近代社会と国家の相違
点を思想史的アプローチで解き明かす（第六部）。 
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